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第皿章　新しい紫外線測定装置の作成について

研究第2部　宮　崎 叶

目 的

第2章におv・て・箪ガスーっをとっても・紫外線の

収収は欄ヒは勉れず潔職搬φ測麟行なつ
たのでは、その抗くる病作用を確定しえないことをみ

た。しかるに従来ゐ研究におレ～て吊いられ摩紫外線測定

装醗は必ずしも抗くる病作用のあるド摂オ線だけを測定

しているとはいえない。例えば、殆んどゐ研究はMCP

紫外線計1レで行われているが、これは曜和18年に三宅氏

により開発されたもので、クリスタルヴイオレット、無

色シアソ化アルコール溶液の紫外線による光化学反応を

応用したもので・感受する光の波長が・．295mμから345

mμにわたっているづえに、比色法述あるめで、計測値

が主観に左右されることを免れない。渡辺氏ら2，が使用

してい碑鞭r懸贈細光騨嘩計台一辺漁
199」は市塚されている紫外線爾電気的測定嗣羅具の唯

一のもめそあろう汎この分光感度は第工図の実線の如

くであつて・ 紅鱗果のある郷勧餓鰍第1図の
点線） とはかなり相異する。周知めよ う1こドルノ線は

呂真5mμ以下の短波畏紫外線である。

　従って、 新ら しい角度から紫外線量の再測定を行なう

に当たってぱ、ドルノ線量のみを選択薗に計量する計測

羅を作製しなけれぱならなレ辻とが痢明した。

第1図　光電管照度計の分光感度
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　近時光電管め進歩はめざましいので・原理的には・光；

電管を315mμ以下の紫外線のみを透過する物体で被覆し

て（290mμ以下の紫外線は地表に到達しない）、アソメ

ーターに連結すれぱ、紫外線量を電気的に測定しえる訳i

である。

　315mμ以上の波長の光をカットすることは日立が試作』

した干渉透過フィルターを使用することで達せられた。

し勘し、；の透過フィルターを通過レたド1ルノ線を賄ヴ

般勘メラのE磯構に用鴎れてレ）る甲Sl（硫化力、ド

ミウム）の光導電セルではとらええなかったので・ 1度

第2図　ドルノ線測定露の模式図
Fig2．　Shema　of　a　Dbrno　Reys　Measurer
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　　波長一

⑫

①受光部
②計測部
③　日光

④干渉フィルター（315mμ～290mμのみ透過〉

⑤　ドルノ線

⑥螢光板
⑦螢光
⑧CdS光導電セル
⑨　アルカリ電地

⑩抵抗
⑭ミリアンメーター
⑫記録器（日立QPD－53）
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内　藤他 都市における紫外線の減少と母子保健対策に関する研究

ドルノ線をCdWO4（タングステン酸カドミウム）の螢

光板に当て、その螢光を光導電セルで電気抵抗に変えな

けれ昏まならなレ、ことカミ半哩開した。

　このCdS光導電セルを、直列につないだアルカリ電

池（6VoL）の回路に挿入して、mAmメーターの読みか

ら、ドルノ線量を定量的に読むことができる。ただし、

その性質上、ドルノ線は夏と冬、』晴天と曇天の如き条件

により、50倍程度の量的の差が存在することが想像され

るので、回路の中には100Kオrム乃至5Mオームの抵

抗をいれて、必要に応じて、適当な挺抗を選択し、感度

のよいmAメーターを使用できるようにした。これによ

って、CdS光導電セルに対する温度の補正もできるので

ある。

　即ち、オラソダ、フィリップス社製の標準紫外線発生装

置を用い、その特定点から特定距離離れた場所の紫外線

を本装置で測定して零点を合わせ、実測値と標準紫外線

量を比較することにより、紫外線量を正しく知ることが

できる。測定羅の構造を模型的に図示すると、第2図の

如くなる。

ごの電流の経時的の変化を記録すれば、例えば1日の

紫外線量を記録できるのは当然のことで、筆者は日立理

イヒ学器械製、QPD53型車上記録器を採用した。

結 論

　新らしい技術の進歩を採用して、正確なドルノ線測定

装置を作成し、その計算の経過を自動的に記録できるよ

うにした。

　稿を終るにあたり、終始御懇篤な御助言と御助力を賜

わった、昭和薬科大学太幡利一教授に深謝する。
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